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論文内容の要旨
固体仕上面間の摩擦における摩擦力の発生機構には、材料開の凝着部をせん断する作用と表面を形
成する突起による掘起こし作用とがあるが、両者が混在する摩擦過程を定量的に取扱った報告はほと
んどない O 本論文では、摩擦過程の接触面の表面状態の変化と摩擦力の関係を検討することによって
摩擦力の変化形態のは握とその定量的推定が可能であることを明らかにしている。
第 1 章では表面あらさの大きいやわらかい面とかたいなめらかな面との摩擦、すなわちあらい面の表
面突起が接触によって押しつぶされて摩擦する場合を対象にした。まず第 l 部で一個の突起の摩擦過
程を検討するため、突起のモデルとして円すい形圧子を採用し、これと金属面との摩擦において、材
料聞の凝着のために真実接触面積が増加し、この間に接触面は表面被膜を介した接触をなす領域と母
材どうしの接触をなす領域とに分けられることがわかった。これらの領域のすべりに伴う変化形態を
は握すれば摩擦力が正確に推定できることを明らかにした。第 2 部では平面どうしの摩擦を取扱い、
第 l 部の単一突起の摩擦理論と固体仕上面聞の接触機構を組合せた理論によって、摩擦力が理論的に
推定できることを確かめた。
第 2 章では第 1 章と逆にかたい面があらい場合を対象にし、第 1 部では庄子によるヲ|っかき摩擦機
構、第 2 部では平面どうしの摩擦を検討した。その結果、引っかき作用のある摩擦では、掘起こしに
よる突起周辺の材料の盛上り状態が摩擦力に対して大きな効果を持つこと、また材料聞の凝着のある
場合は表面あらさの小さいほど凝着が顕著で、あり、摩擦中に表面突起の項角が増加し、突起の高さの
分布が平滑化されることなどを確かめた。これらの特性を考慮すれば摩擦力が理論的に推定できるこ
とを明らかにした。
第 3 章では同種材料の圧子と平面聞の摩擦実験を行なった結果、凝着の激しい摩擦で、は摩擦力は主
として凝着部のせん断作用で発生し、掘起こし抵抗はほとんど関与しないことを確かめ、摩擦力は突
つ臼? ?円ペリ
起の形状には無関係になることを明らかにした。
第 4 章では摩擦にむけるスティックスリップ現象を取扱い、凝着と摩耗過程の定性的なモデルによ
って、スティックスリップの発生機構が明解に説明できることを示し、スティックスリップが発生し
始める臨界の摩擦力がすべり系固有の特性によって決まることを明らかにした。さらに境界潤滑状態
で生じる規則形スティックスリップが簡単な振動理論によって解析が可能であることを確かめた。
論文の審査結果の要旨
本論文は金属間の運動摩擦機構に関する理論的ならびに実験的基礎研究である。
まず摩擦力に本質的な影響を与える真実接触面積の摩擦過程における変化の過程を明らかにし、つ
ぎに摩擦力を決定する主要な因子である摩擦材料開の凝着部のせん断作用、表面を形成する突起によ
る材料の掘起こし作用、接触面の表面被膜の摩擦に対する作用などを定量化することに成功し、摩擦
力を定量的に決定する方法を見出している。この結果、かたさと表面あらさの異なる種々の金属材料
の組合せにおける摩擦力を決定する新しい摩擦理論を導出している。
さらに、摩擦振動の一種であるスティックスリップ現象を摩擦面の真実接触面積と凝着や摩耗の変
化の状態から解析し、スティックスリップの形態を摩擦機構の立場から解明し、この現象の防止法を
明らかにしている。
上記のような摩擦機構の基礎的な研究成果は、実用面で生じる摩擦過程の解析に利用しうるもので
あると同時に、摩擦、摩耗の研究に寄与するところが大きい。
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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